【前口上】
ようこそ、賓客の皆様。曹操高陵遺跡博物館へようこそ。三国志の時代には英雄がたくさんいましたが、その中でも最も物議を醸し、複雑なイメージを持つ人物がいるとすれば、それは曹魏政権の創設者、曹操以外にはいないでしょう。
西暦155年に生まれた曹操は、政治家、軍人、文学者として、中国史に名を残す人物であり、最も激しい批判と批評を浴びた人物の一人です。2009年、安陽の西高穴村にある曹操の墓が発掘されたことで、私たちはその墓に入り、曹操を知ることができるようになりました。
曹操の陵墓の発見は、漢魏考古学の正確な年代基準を設定し、漢魏の皇帝の墓制の研究に貴重な物的資料を提供し、曹操と漢魏の歴史研究に新しい章を開くものです。 墳墓の位置、曹操の諱、曹操が提唱した薄葬式などの文献的記述が、確かで信頼できる歴史であることを確認し、数世紀にわたって生じた曹操に関する疑問や誤解の多くを明らかにしました。
安陽市党委員会と市政府は、曹操の墓の保存と展示を非常に重視し、「安陽曹操の墓のオントロジー保存と展示、環境制御プロジェクト」を実施している。完成した曹操高陵遺跡博物館は、三国文化遺産公園として、三国文化と漢魏の歴史を研究するプラットフォームとなり、歴史展示、宣伝教育、文化観光、レジャー鑑賞を一体化させます。
高陵の正確な位置について詳しく調べてみましょう。東漢時代の魏国の首都である邺城から東へ15キロのところにあり、古代中国の王の墓は首都の近くに建てられたという伝統に則っています。太湖山脈の前の丘陵と東の平野の間の移行地帯にあり、高く聳え立つ地形で、太湖山脈を背景に、越城を望み、左に張水河を望み、右に北嶺山脈を望みます！
遺跡の部分：
さて、曹操の高陵の跡地にやってきました。墓域は平面的には正方形で、主に仙道、前墓建物、溝、墓壁、南方建物、墳墓からなる。後漢末の臣下墓としては初めて発掘された例で、規模は後漢の皇帝墓に比べるとかなり小さいが、臣下の墓がないことに比べて独自の特色があり、漢王室の地位を常に維持しながら「臣下の上に立つ」という曹操の性格を十分に反映しています。
手前には神道が見えるが、これは寺院、神殿、墓、神社などの礼拝所の前の道路を指します。神道は墓道に相当し、二漢時代の墓の神道の特徴に合致しています。現在発掘されている神道は、南北の幅が約4メートル、東西の長さが約35.5メートルです。発見された柱基の形状を正確に判断することはできないが、神道の石彫の機能と北魏の古墳の石彫の機能には類似性があるはずで、北魏の陵墓制度の形成に何らかの影響を与えたと考えられます。
今見えているのは古墳の前方部の建物で、南北2つのゾーンに分かれており、現在の考古学的知見によれば、それぞれのゾーンは南北の長さが約26.2メートル、東西の幅が29.8メートルで、南北に6列、東西に9列の柱のネットワークを形成しています。柱穴の跡から判断して、建物の規模は漢代の皇帝墓よりもはるかに小さく、曹操の「薄葬」の実践を裏付けています。
陵墓の発掘作業中、考古学者たちは特殊な現象を発見しました。陵墓全体で発掘された壁や関連建物の部分は、基礎の溝と柱の穴だけで、表面は比較的平坦で、地上に建築物の跡はなく、周辺に建物の残骸の集積は見られなかったのです。研究者たちは、これは曹丕が墓を破壊したことと関係があるのではないかと推測している。『晋書-礼記』によると、黄忠時代3年（222年）の曹丕の詔は、「前皇帝の倹約と美徳の願いに従う」ために、「墓の上のすべての堂を破壊する」ことを要求しました。墳墓の破壊後、曹丕は父を敬う意味で、残された大きな遺跡を掃除することになりました。
現在、高位墳墓のトレンチと壁について見ています。トレンチは壁の外側にある溝で、堀に似た性質を持つ墓の防御機能でした。トレンチは幅3メートル、深さ2メートルほどあります。 トレンチの中には、墓と平行に設置された壁があり、壁は墓の周囲を囲む壁となっています。 壁は墓の東側、南側、北側に現存し、ベーストレンチから厚さ3m近くあると推定されます。 墳墓は壁で囲まれた領域の中央に位置していました。
墓の南側の建物は東西4つの部分で構成され、全長は東西約51メートル、南北の最も広い地点は霊廟前の建物と同じ9メートルで、南側の建物基礎敷地にも建設廃棄物の蓄積がなく、柱の穴には柱の礎石や柱の残骸はありません。
墓は陵墓の中央に西から東に向かい、墓全体は前室と後室、墓の通路からなる「A」の形をしており、面積は700平方メートル以上あります。墓の前に展示されているのは、閉鎖された恒温恒湿の曹操の墓で、現在見ることができるのは、曹操の墓の墓道と扉です。曹操の墓の通路は、長さ39.5メートル、幅9.8メートル、最も深いところで13メートルで、現在の表面から15メートル離れています。曹丕は『武帝哀冊文』の中で、「葬儀が告げられると、大トンネルが開かれました。夜は長く、宮殿は公平です。光もなく、終わりもない。」と書いています。これは、曹操の高墓の広い墓道と墓室の深さを生々しく表現しています。
模擬埋葬室
高陵の墓室は、壁の厚さが1メートルにもなる大きな緑色のレンガで造られています。レンガの大きさは長さ48cm、幅24cm、厚さ12cm、重さ約25kgで、非常に緻密な質感で、叩くと金属的な音がします。このサイズのレンガは、これまで洛陽の満山にある東漢時代の墓でしか見つかっておらず、墓のレベルの高さを物語っています。
高陵の墓室は、前室と後室、南北の側室で構成されています。墓の前室と後室、南北の側室は、いずれも耐圧性に優れ、墓内部の高さを増す「四隅保存尖塔」の設計で、前室と後室はそれぞれ6.4メートル、6.5メートルと2階建て以上の高さで、墓の高さと深さを十分示しています。曹植が『武帝诔』の中で、「三光に於ては、幽玄なる世は明らかならず、書院は由緒ある霊の永久冬眠の地なり」と述べています。
このような重要な古墳は、どのようにして発見されたのでしょうか。展覧会の第一部「高雄の墓」に、どうぞお付き合いください。
【第1部:高陵再登場】
ユニット1:起源の発掘
高陵は、曹操が埋葬されたと記録されている場所です。建安23年（218年）、曹操は「最終令」を発し、越城の西にある西門廟の西の平地の不毛の地に墓を建てることを明確に命じました。建安二十五年（220）正月、曹操は洛陽で死去し、二月に高陵に葬られました。222年、曹丕は曹操の遺志を継いで墓を取り壊し、墓は次第に歴史の塵と化していました。南宋以降、七十二の疑惑のある墓があり、清朝末期には、多くの伝説や伝説まで残されていました。
1998年4月、安峰郷西果洞村の村民である徐玉超が、魏武帝の墓は鲁潜の墓の南東にあるとする墓碑を発掘し、考古学者は西果洞村の近くにあるはずだと理論化しました。 同時に、村の近くには、東漢時代前後の建築部材がしばしば採集されました。これらの手がかりは、西果洞村の周辺に東漢の大型古墳が存在することを示唆しています。

これが鲁潜の墓であります。本文には「南へ百七十歩、故魏武帝の墓の西北隅にあり」と記されています。では、この墓誌に記された「魏武帝」とは誰のことですか。史料からわかるように、魏呉迪とは曹操のことを指しています。漢の二十五年（220年）正月、曹操は「呉王」、すなわち魏の呉王と諡（おくりな）され、死にました。同年10月、漢の献帝は曹丕を擁立し、曹操を「呉帝」すなわち「魏の呉帝」と諡して魏王朝が成立しました。
2006年、文物部門は石玉の残骸を採取し、2007年には「魏武王頻于虎刀」と刻まれた石板を採取し、現地調査の結果、西高洞の地域から出土したものと断定しました。 その後、「魏武王屡々襄石を慰む」と書かれた石板も収集されています。では、魏の呉王とは誰ですか。
歴史上「魏武王」と呼べる人物は、後漢末の魏武王・曹操、十六国時代の後秦の武王・姚湘、十六国時代の乱魏の武王・乱民の3人です。石板に刻まれた「魏武王」が誰を指すのかはまだわかっていません。
「魏武王」を特定することは難しいが、以上の情報から、西果洞の村の近くに、おそらく魏王あるいは魏武帝に関係する大きな墓が存在したことがわかります。

「魏武王がよく使うコンフォートストーン」石枕:石枕の底には、調査され、西高洞窟村の地域から来た「魏武王がよく使用するコンフォートストーン」の9文字の碑文があります。古代中国では、石のホットアイロン療法があり、石の枕を加熱して患者の首の下に置いた後、経絡を落ち着かせたり、頭痛を和らげたり、疲労を和らげたりする効果がありました。

7人の女性の復讐の肖像石:2008年2月、考古局は肖像石を収集しました。肖像画の石の下に描かれている物語は、7人の女性の復讐です:漢王朝の間、咸陽嶺は7人の女性の父親を誤って殺し、7人の弱い女性は父親に復讐することを決心したので、彼らは「魏河橋」の隣で待ち伏せし、敵の家族が現れるのを待って、一緒に殺しました、咸陽嶺は足場を失い、パニックで橋の下に落ちましたが、橋の下の水に待ち伏せがありました。 結局、咸陽嶺はナイフでハッキングされて死に、7番目の娘は復讐することができました。
「7人の女性の復讐の肖像石」は、東漢中期から後期に人気がありました。山東省、内モンゴル自治区、河南省、安徽省で発掘された東漢の墓の壁画や肖像画の石に見られる同様のテーマは、東漢王朝の親孝行の考えを直接具現化したものです。
調査の結果、この肖像画の石は西高洞窟の南にある大きな墓から来ました。これらの肖像画の石のほとんどは、埋葬室に埋め込まれた建築部品であるため、東漢後期の大きなレンガや石室の墓として、破壊されている可能性があります。考古学者はすぐに西高洞窟村の墓の現地調査を実施し、墓が東漢後期の王子と王の大規模な墓であることを確認し、墓の保護を強化するか、サルベージ発掘を行うことを提案しました。

第二单元：考古寻真
ユニット2:考古学的事実
西高穴の東漢墓を救うために、河南省文化遺物考古学研究所は国家文化遺産管理局に発掘を申請しました。2008年12月、河南省文化遺物考古学研究所、安養文化遺物考古学研究所、安養県文化局が共同で西高洞窟の東漢墓の発掘を開始しました。
西高穴の東漢墓から発掘されたGUI字型の刻まれた石板は、墓の所有者の身元を確認するための重要な基礎です。その中には、完全につなぎ合わせることができる2つのピースがあります:魏武王がよく使用する虎の鉾と、魏武王がよく使用する虎の短い槍です。 「魏武王」は墓の所有者の称号です。墓自体の時代である東漢王朝と組み合わせると、この魏の武王は曹操を指していることがわかります。東漢の建安の21年(216年)、漢の西安皇帝は曹操を「魏の王」として戴冠させました。建安の25年(220年)の最初の月に、曹操は「武王」として知られ、「魏の武王」として知られる66歳で亡くなりました。同年10月、漢の西安皇帝が曹操に置かれ、魏王朝が設立されました。曹操は死後、曹操を「武帝」として称え、後に「魏の武帝」として知られるようになりました。したがって、「魏武王」という称号は10か月という短期間しか存在せず、時代の特徴が非常に明確です。
この時、西高穴の東漢墓の所有者の身元が徐々に表面化しました:墓の構造と発掘された遺物によると、墓は東漢王朝の終わりにさかのぼることがわかります。王子レベルの規制があります。地面にアザラシは見つかりませんでした。鄴城から15キロ。墓の所有者は男性です。人間の骨の識別の結果は約60歳です。刻まれた石板によると、彼は死んだとき魏の武王として知られており、鲁潜の碑文によると、彼は後に魏の武帝と呼ばれていました。墓には多数の武器が発掘され、墓の所有者が軍事経験を持っていたことが証明されました。文学用品の一部も墓で発掘され、墓の所有者が文学的な才能を持っていたことを証明しました。上記の特徴をすべて満たすのは、歴史上曹操だけです。西高窟にある東漢王朝の大墓は曹操高陵です。
比較分析の結果、文化遺物部門が収集した「魏武王がよく使われる」刻まれた石板の碑文石板は、西高穴の東漢墓から発掘された圭字型の碑文石板と完全に一致しています。 これらの8つの石の錠剤は一緒にグループ化されています、すなわち:... 2つの椎骨が一般的に使用され、1つのタイガーナイフがよく使用され、1つの長いサイシールドが一般的に使用され、2つのトラユーフォルビアがよく使用され、3つのタイガーショートスピアがよく使用されます。これらの8つの石板で言及されている武器は、ガイド、フォロー、ロングソルジャー、ショートソルジャーの4つのタイプに分けることができます:ガイダンス用の椎骨、剣と盾を保持する側近、鉾としての長い兵士、槍としての短い兵士、帝国の警備員の最も簡潔な組み合わせを表し、曹操の死の時の曹操のアイデンティティの代表であり、曹操が皇帝のアイデンティティを持っていることを証明し、その素材は石であり、曹操の単純な埋葬思想を反映しています。
。
曹操高陵で発掘された碑文のある石板は、「魏武王」と刻まれたグイ型の石板に加えて、六角形の石板も多数あり、そのほとんどは日用品です。これらの刻まれたタブレットは、考古学者によって「石楬」として知られており、高陵墓の葬儀の遺物タグとして使用されます。長沙マワンドゥイNo.1漢の墓は49本の木の棒を発掘しました。石楬は現在、曹操の高陵墓と洛陽の西珠村の曹魏墓でのみ見られます。曹操高陵によって発掘された石のまぐさのいくつかは埋葬品に対応することができ、刻まれた石板が埋葬物のラベルとして使用されたという主張を確認します。
たとえば、墓には鉄の鏡が発掘され、「ミラープラットフォーム1」と刻まれた石のタブレットが発掘されました。多数の骨ヘアピンが発掘され、同時に「5,000個の骨ヘアピン」と刻まれた石板が発掘されました。翡翠のビ1枚、石垣3枚、「ビフォー」と刻まれた石板1枚が同時に発掘されました。石の杏が発掘され、同時に「ケイ・イー」と刻まれた石板が発掘されました。
同時に、発掘された文化的遺物のこの部分は、墓の所有者のアイデンティティとステータスも完全に反映しています。圭は、古代の皇帝や王子の任命、犠牲、葬式などの壮大な儀式で使用される翡翠の儀式用の船であり、古代の印章の所有者の手紙と証明書でもあります。「考工記」は、「镇圭尺は二寸で、天子が守っている」と記録しており、この石圭通は長さ28.8センチ、東漢王朝では約1フィート2インチで、天子が支配する鄭義の長さであり、曹操の死の時の地位を反映しています。素材は石で、曹操の薄い埋葬の考えを体現しています。
曹操の高陵墓で発掘された刻まれた石板は、これまでの考古学的発見では見られなかったため、洛陽市西珠村で曹魏墓が発見されるまで、当時の社会で激しい議論を引き起こしました。
西珠村の曹魏墓は、洛陽市コウディアンタウンの西珠村にあり、漢偉市洛陽市の南18.3kmにあります。墓の計画は「甲」の形をしており、面積は約600平方メートルで、規模と形状は西高穴よりもわずかに低くなっています。曹操の高陵墓のように、墓には封印された土は見つからず、その周りに建物は見つかりませんでした。墓の規模、形、発掘された遺物の分析によると、西珠村の曹魏の墓は、曹魏時代の王室の一員の墓でなければなりません。西珠村の墓から出土したシグイとシビは、曹操の高陵で発掘されたシグイシビとほぼ同じですが、サイズは小さいです。墓には300以上の刻まれた石板が発掘され、そのサイズ、形式、文体、内容などは、曹操の高陵墓の刻まれた石板に非常に近いものです。石板による埋葬は、この時代の高陵墓の重要な特徴であるべきだとようやく認識されました。

【第2部 世界に得難い天才】
2000年近く気づかなかった高陵がついに世界に明らかにされました。曹操は高陵でどのような壮大な生活を送っていましたか? 展覧会第2部「世界に得難い天才」に移りましょう。
漢後期の社会状況:
曹操が生きたのは後漢の末期です。当時、宮廷は不謹慎であり、外国の宦官は独裁的でした。家族はキャリアを独占します。深刻な土地併合; イエローターバンの乱は大規模な戦闘と軍閥主義につながりました。自然災害、人為的災害、戦争などの複数の要因の影響で、東漢社会は大きな被害を受け、多くの人々が亡くなり、「野生で露出した白い骨が形成され、何千マイルも鳴くオンドリはありません」。人々は取り残され、考えは断ち切られます。
この社会的文脈の中で、曹操は最初に武将董卓に対して正義の旗を掲げ、君主と牧夫を確立し、漢王朝後期の混沌とした時代に4つの方向を拡大し、後の世代を燃やす建安文学を作成し、その英雄時代の傑出した代表になりました。
次に、ユニット1「王を立て、民を飼う」にお付き合いください。
“天地において、人民が最も重要である。人民を治める支配者を立てることが、法の支配である。”曹操は、天地の間で、人民が最も貴重であり、人民を統治する支配者を立て、法の規範を定めるべきであると考えました。曹操が政治的野心を実現するために最初に行ったのは、皇帝を首都許に迎えることでした。
建安元年（196年）、曹操は、失脚した漢の献帝を洛陽から許昌に迎え、そこを東漢の新しい都としました。漢王朝を支え、天下を統一するためです。許昌の都を選んだことで、洛陽を取り囲んでいた軍閥を避けることができました。同時に、山に背を向け、平野に顔を出すこの地は、戦乱の後漢王朝から解放される場所でもありました。皇帝を徐に迎えるという選択は、曹操の政治的なビジョンと戦略を示しています。

四神柱台：柱台は中国建築の要素で、家の柱の圧力を支える礎石としての役割を担っていました。台座は青石製で、長さ62cm、幅63.5cm、厚さ15.5cm、ほぼ正方形で、中央に四神を浮き彫りにし、写実的な四神の姿と流麗な刃が描かれています。1984年冬、許昌県張掖郷坂里村の漢・魏の旧都市跡で発掘されました。許都の宮殿の建築部材と考えられ、当時の許都の宮殿の規模を如実に反映しています。
経済の回復
「国を安定させる芸術は、軍隊を強化し、食べることにあります。」曹操は皇帝の徐への加入を歓迎した後、支配するために努力し、社会経済を回復するために一連の手段を使用しました。
屯田の実施
漢王朝末期の黄巾の乱と董卓の乱の後、中央平原の広い地域は捨てられました。 建安の最初の年に、曹操は蔵王の提案を受け入れ、徐都の周りに屯田を実装し始めました。入植地の実施は、まず大量の不毛で要求されていない農地を国有化し、軍事施設に応じてグループに採用された多数の避難民を組織し、州に土地、種子、牛、農具を提供し、彼らはそれを耕作し、耕作し、得られた収穫は州と集落の農民によって分割されます。その年の屯田の実施は大成功であり、文献によると「数百万個の穀物にアクセスできる」です。その後、曹操はすぐに屯田制度を他の地域に拡大し、それを管理するために現場の役人を設置し、畑に定住するために避難民を募集しました。
その後、曹操は蔵志の提案を受け入れ、軍に屯田、つまり軍の屯を開始するように命じました。甘粛省嘉峪関新都市の壁画墓第3号は、上の陸軍訓練画像と下の耕作地画像とともに、農業中の軍事屯山訓練のシーンを真に再現した屯田の写真を発掘しました。
和解を実施する過程で、曹操はまた、多数の少数民族を内陸に移動し、中央平原のまばらな人口の問題をある程度解決し、民族統合を大幅に促進しました。
畑を耕す過程で、曹操はタイショウピや牡丹などの多数の灌漑プロジェクトも建設しました。定住システムの実施は食糧危機を解決し、避難民を再定住させ、農業生産を回復し、そして北部の再統一のための強固な物質的基盤を築きました。
水利の構築
屯田と軍事征服の過程で、曹操は限られた人的資源と物的資源を集めて、淮河、黄河、海河の水系を結ぶ運河を掘りました。それは歴史に広範囲にわたる影響を与えるだけでなく、中国の水利の歴史における重要な章でもあります。その中で、綏陽運河は建安の7年目に建設され、黄河と淮河水系を接続し、綏唐大運河同済運河の前身となりました。バイゴウは建安の9年目に建設され、綏唐大運河の永済運河の重要な部分になりました。建安の11年目に平玉運河と泉州運河が建設され、黄河と海河水系を伝えるために新しい川が掘られ、武環の北征服のための重要な基盤が築かれました。
曹操が掘った運河は、北部地域の支配を維持する上で重要な役割を果たした水上輸送の開発に使用され、隋と唐の時代と南北大運河の間の通信の基礎を築きました。
合併を抑制し、減税する
農業生産と人民の生活の安定を維持するために、曹操は社会の安定、生産の発展、そして人々が平和で満足して生活し、働くために、彼の支配下にある地域で合併を抑制し、減税するための措置を講じました。
建安の9年(西暦204年)、曹操が河北を平定した後、彼は袁紹の失政と人々の生活の衰退、経済不況、そして長年の戦争によって引き起こされた強大で強力なものの合併の現象によって引き起こされた邪悪な結果に対応して2つの命令を出しました:「河北の賃貸借に関する法令」と「併合の抑制に関する命令」。「蠲河北租赋令」は国民に1年間の家賃を免除し、「合併管理令」は強者が弱者に負担を転嫁することを厳しく禁じています。同時に、曹操は税制を改革し、人口に応じた税金の計算方法を世帯に応じた税金の計算方法に変更し、家族人口の負担を軽減し、人口増加を助長し、河北省の社会的および経済的安定と発展を促進しました。
通貨の改革
漢の武帝の治世中に、権力の集中化を強化するために、5バーツのお金のシステムが採用されました。董卓の時までに、小さなお金が鋳造され、深刻なインフレを引き起こしました。経済を回復し、董卓の小額の流通を抑制するために、曹操は最初に地代を現物で徴収する形を採用し、建安から13年後、曹操は董卓の小額を廃止し、5バーツのお金の流通を再開しました。その後、何度か変更されているものの、曹操に代表される曹魏政権が5バーツの通常の機能を回復する努力をしてきたことが今でもわかります。
同時に、蜀漢と東呉の両方が中央政府の富を集中させるために大きな硬貨を発行する慣行を採用しました。建安の19年(214年)、劉備が成都を占領した後、彼は大きなコイン「直百五铢」、すなわち1枚の硬貨の額面は百五バーツ硬貨に等しい。蜀漢のまっすぐな百貨と比較して、東呉が発行した通貨の額面はさらにばかげて大きい。歴史的記録によると、500の泉と1000の泉があります。額面はそれぞれ5バーツの500倍と1,000倍です。考古学的発見には、ダクアン2,000とダクアン5,000の大きなコインもあります。お金のシステムは乱れており、それは非常に良いです。
法律の提唱
国を統治する過程で、曹操は「夫の支配は固定されており、エチケットが最初です。混沌の政府では、罰が最初に来ます。」それは、国を統治するために、エチケットが最良の政策であることを意味します(エチケットは古代中国の社会の標準的なシステムと道徳的規範でした)。いずれにせよ、刑法が最善の政策です。曹操はエチケットを最優先し、法律を重視することを主張した。漢王朝後期の混沌とした時代に、曹操のエチケットと法律の両方の政治的イデオロギーは、東漢帝国の支配を維持するために実り多い実際的な重要性を持っていました。曹操の慈悲と義の考えは、曹操の詩作品「秋胡行ー・其二」に反映することができます:すべての国が土地をリードし、それは王陳ではありません。慈悲と義は名前であり、正当性は誇りです。
同時に、曹操は厳格な法執行と公正な法執行にも注意を払いました。たとえば、罰の代わりに髪を切るという有名な話の中で、「三国志の記録」は、「曹操の伝記」は、軍隊を出て麦畑を通過すると、人々が豊作になったとき、曹操は人々を心配して、「兵士は敗北せず、犯罪者は死ぬ」、つまり「誰も麦畑を踏んではならず、そうでなければ直接首をかしげられる」と命じたと述べています。「騎士たちは降りて小麦を引き離し,馬を前に導きました。この時、曹操の馬はおびえ、広い小麦畑を踏いました。曹操は彼に罰を要求したが、法執行官は春秋の声明によると「犯罪は尊厳に追加されない」と彼を罰せず、曹操は剣を抜いて髪を切り、罰の代わりに罰せられることを示し、法執行の深刻さを維持しました。
贅沢を控えて、倹約を提唱する
曹操がまだ非常に質素な人であると誰もが期待しないと推定されています。曹操は詩「斗関山」で「贅沢は素晴らしく、倹約は一般的な美徳です」と明確に指摘しました。これは、贅沢は大きな罪であり、倹約は大きな美徳であることを意味します。曹操は生涯エレガントで倹約家であり、ゴージャスではありませんでした。薄い埋葬を促進し、それらを実践します。両漢王朝以来の贅沢を考慮して、曹操は倹約を提唱し、贅沢を抑制し、社会的雰囲気は漢の習慣を大きく変え、正直で贅沢を控える良い社会的雰囲気を形成しました。
薄葬の遂行
「死は人生のようである」という伝統的な中国の概念は、厚い埋葬の傾向の普及と激化につながりました。曹操は薄葬を精力的に推進し、それらを実践しました:埋葬地の選択における不毛の土地、霊廟の建設における封印や木なし、葬儀品の隠された金と翡翠の宝石はありません。曹操の薄埋葬の考えは、後世の葬儀制度と葬儀の概念に大きな影響を与えました。
西暦218年、曹操は最終法令を発行しました:古代に埋葬された人々は不毛の場所に住まなければなりません。そのルール西門ヒョウ先祖代々のホールはもともとショウリンであり、基礎として高いため、封印や木ではありません。死後、彼は厚葬されるべきではなく、不毛の土地に自分自身を埋め、地面の元の高さを土台として使用し、霊廟に土を積み上げたり、霊廟の前に記念碑を建てたりしないでください。
最終秩序の公布から1年後、曹操の英雄の世代は彼の人生の終わりに来ました。 彼の死の前に、曹操は遺言を発行しました。「遺言」では、曹操は最初に彼の葬式を手配しました:「世界は未定であり、古代世界は従われていません」。「私の死後、私が素晴らしい衣服に住んでいるとき、それを置き去りにしないでください」と繰り返し言及されています。「私が去った後、私に特別な葬儀のドレスを与えないでください、ただ私のいつもの服を着てください、あなたは忘れてはいけません。」神殿にいる人々は15の声を上げ、埋葬後に取り除かれます。「喪に服しに来て、それを象徴するために数回泣き、葬儀の後すぐに喪服を脱ぐ役人。」その将軍は誰も駐屯地を離れてはならない。 それぞれを担当する部門があります。「軍隊を率いて国外に野営する人々は、喪に服すために立ち去ってはならず、それぞれが自分の義務を果たすことを保証しなければなりません。」
それから、曹操は彼の埋葬の手配をしました:「西門ヒョウ寺院のように、あなたがたの西港に埋葬された時間服に集められて、金と翡翠の宝物はありません。」「言い換えれば、金と翡翠の宝物を埋めないでください。これは、曹植の「武帝诔文」にも反映されています:「明陶器には装飾品がなく、陶蘇は良いです」。「曹操の墓には、形が短く、技量が粗い陶器が多数埋葬されています。それらはすべて無地の陶器であり、記録の正しさを証明し、曹操の薄葬思想の典型的な具現化でもあります。
文化的遺物の紹介:
灰陶多子槅
樏としても知られる多子槅は、ほとんどが長方形または円形で、サイズが異なり、コンパートメントの数もさまざまで、食べ物を提供するための古代の道具です。大型マルチキャンバーは、核食品の場合よりも、食品の分割に一般的に使用されます。小型のマルチハンマーは、現在の化粧箱など、さまざまな化粧品のディスペンスに使用できます。1988年、浙江省盛県東呉の永安の墓(西暦263年)で、曹操の墓のマルチジハンマーと同じ形の丸いマルチジハンマーが発掘されました。北京の海淀の博荘で曹魏の治世の最初の年(西暦244年)の5年目に、長方形の陶杜子が発掘されました。曹操の墓の発掘は、杜子が東漢後期に始まり、魏王朝と晋王朝で人気があったことを証明しています。
陶圈厕
サークルとトイレを組み合わせた陶圈厕。古墳の葬儀の重要な部分として、葬儀陶器サークルトイレは漢王朝と魏王朝で人気のある重要な習慣であり、多数の墓が発掘され、東漢の王子と王の8つの墓のうち6つが発掘されました。洛陽の曹休の墓と西珠村の曹魏の墓からそれぞれ1つの陶器サークルトイレが発掘されました。
灰陶俑
陶俑の置物は、古代に一緒に埋葬された明るい物体の一つです。その起源は、奴隷社会における人肉屠殺や人身御供の習俗にある。考古学で発見された最古の兵馬俑は、1937年に殷市場で発掘された、手かせをつけた3体の兵馬俑です。兵馬俑は秦・漢の時代に最も普及し、その種類も豊富であった。東漢の末期には戦争が多く、経済も衰退していた。薄葬式を提唱した魏の王・曹操の影響で、曹魏から西晋にかけて葬送制度が大きく変化し、この時期の墓に埋葬される俑は前代に比べて大きく減少しました。陶製の置物のこの部分は小さく、粗雑に作られ、象徴的なものだけです。
中国の伝統的な葬儀における「死は生に似たり」という考え方から、古くから重葬が行われ、社会資源の大きな浪費を招いてきました。薄葬の提唱者は後を絶たないが、最初に本格的に実行したのは曹操です。
質素な暮らし
東漢の末期、社会の生産力は大きく損なわれ、人々は離散していました。曹操は重葬の制度に反対したほか、質素で一貫した生活をしていました。食に関しては、曹操は「肉は一枚も食べなかった」、衣に関しては「服や毛布はすべて10年前のものだった」という。曹操の指導のもと、宮廷全体に倹約と清潔を旨とする良き文化が育まれました。
『三国志』第一巻『武帝紀』では、『魏書』を引用して、曹操が“上品で質素、華美なことは苦手、ハーレム服には刺繍がなく、皇室の履物は中古品ではなく、緞帳や網が壊れても修理し、敷物は暖を取って、限界飾りはない”と言っています。曹操のハーレムの女性たちも、刺繍の施された服はなりません。曹操自身の緞帳や屏風は、古くなったり擦り切れたりすると、手当てをしていました。“私の服や毛布はすべて10年前のもので、毎年ほぐして手当てをしています。”高嶺から出土した遺物は、曹操の質素な生活を物語っています。
陶案
陶案は前漢中期以降の漢墓によく見られる明器で、後漢中期から後期にかけて最も多く、高位の多室墓で使用されました。陶案は耳杯や皿と組み合わせて、饗宴や犠牲のために用いられました。東漢時代、一般庶民は一般に食事用のケースを使用しません。『盐铁論・取下』の中で、アーチに食事用のケースを持つ者は、中足耒の耕す者の勤勉さを知らないという内容があります。『後漢書・礼記』には、明器の埋蔵に伴う「瓦案九」の記録があります。高陵の墓室からは長方形の陶器ケース6個と丸い陶器ケース3個が出土しています。
玉觽
玉觽は一種の微曲のテーパ器、早ければはじめて新石器時代の良渚文化です。玉觽としては、獣の牙には结解绳用の道具、後の玉を次第にに転換し、古、解绳の意无着隘路を象徴します。高陵から出土したが、この玉觽美しいが、古い痕が明確に分かる残折れ、推定なければ日常がペイ曹操、またこれも十分に曹操が物の大切さを示しました。
陶器ストーブ
全体は盆の形をしていて、盆の口の下に等距離に三つの釘が配置されていて、釘の上端が舌の形にひっくり返っていて、釜や何かを置くのに使われ、食品の保温や燗に使われたものと推測されます。洛陽の西朱村曹魏の大墓からも出土していますが、器形は高陵出土の盆形竈と完全に一致しており、出土した石牌には器物名が「瓦鑪」と記されています。
文化的遺物の紹介:
【「漆浆台一」に刻まれた石板】
漆は黒いペンキの意味です。漿とは漿水のことで、粉漿や米のスープで紗、布、衣服を浸して、乾いた後に硬くなって挺させます。「漆浆合一」とは、黒塗りの洗濯台のことです。

【「文锸母一」に刻まれた石板】
文は「纹」と同じく、オーナメントを意味します。本来の意味は、衣服を縫うときに平らな衣類プレートの周囲の側面を支えるために使用される長い針です。「文鍤母」は、ミシン針を保持するために表面に美しい装飾が施された針スリーブを指す必要があります。この針袖は、漢王朝と魏王朝の漆塗りの木器である可能性があります。
【「刀尺一具」に刻まれた石板】
ナイフと定規は、服を切るためのハサミ（元はジアンナイフ）と定規のセットです。
曹操はかつて「内戒令」で「私の服はすべて10年前のものであり、年は補うために解決されています」と述べました。高陵で発掘された「漆漿臺一」、「文锸母」、「刀尺一具」などの石板、はさみ、骨定規、陶器の鉄、その他の葬儀品は、基本的に「謝環サプリメント」道具の完全なセットを形成し、曹操がこの点に関する言動で一貫していることを証明しています。
曹操の日常生活は非常に質素であり、曹操は「内戒令」で彼が使用した3つの箱について言及しました:「厳格な道具を飾るのは良くありません、そして雑多な新しいピウェイが使用され、黄色のウェイユアンが使用されています。」厄介な時代には、魏都はありませんが、四角い竹の厳格な道具に作られ、石鹸の魏の服、内側の粗い布、この孤独な普通の使用もされています。うちの女性は厳格な道具を置き、時々それに押されました。今日の竹はとても良いです。「ドレッサー、ボックスを指す厳格なツール。曹操は、雑多な皮で作られ、真ん中で結ばれた美しく装飾された箱が好きではないと言いました。困った頃は革の箱がなくなっていたので、黒い革をカバーに、粗い布をカバーにして、別の四角い竹の箱を作りました。その後、この箱は壊れて、表面にペンキの層が付いた別の箱が作られ、すでに非常に豪華であると感じました。
曹操の倹約は社会だけでなく、彼の廷臣とその妻や子供たちにも影響を与えました。「世界の人々は誠実に自分自身を奨励しないので、彼らは高貴で好意的な大臣ですが、世論はそれをやり過ぎようとはしません,...... 役人は上からきれいで、習慣は下から動かされます」と述べ、社会的慣習に重要な影響を及ぼし、建安と黄の初期に「倹約世界」を形成しました。

鄴城を建てる
鄴城は現在の河北省臨漳県にありました。建安の9年目(西暦204年)、曹操は袁紹を破り、鄴城(鄴北城、臨漳県)を占領し、16年間続いたイェの首都を建設しました。この時期、安定した社会、豊富な人々、豊かな文化を持つ鄂城は、東漢後期の有名な政治、経済、文化の中心地となり、当時の北部地域の支配にとって重要な戦略的価値を持ち、中国北部の統一のための強固な基盤を築きました。
その後、鄴城は曹魏、後趙、蘭魏、前燕、東魏、北斉の6王朝の首都となり、後魏と晋、隋と唐の王朝、さらには日本の首都の建設に重要な影響を与えました。
鄴城の計画と建設は、漢王朝以来、宮殿エリアの散在するレイアウトを変更し、都市の中心軸の形成により、首都計画はより対称的かつ規則的になり、中国の首都の発展の歴史の中で新しい段階を示しました。曹魏洛陽市は直接このレイアウトを継続し、隋の首都大興市、唐の首都長安市はすべてこの構造から借用し、中国や東アジアの都市建設に直接影響を与えています。
青石角螭首:曹魏・益城の青銅製鳥居で発掘されました。高さ49cm、長さ191cm、幅33cmの螭首は、表面を研磨した美しい彫刻が施されており、青銅鳥台上の螭首で、青銅鳥台を飾る気龍の種類の中では最大級です。証拠によると、曹操が築いた3つの台は南北に並んでおり、それぞれ百数十戸が複数の道で結ばれており、当時の曹操の野心を彷彿とさせる壮大な規模です。

文様石：積み上げられた石で、主に魏晋の時代に大きな宮殿の床敷きに使われました。

ユニット2：四方八方へのトッピング
曹操は偉大な軍人でした。後漢の武将同士の戦いの中で、曹操は多くの武将を連戦連敗して北方を統一し、中国の半分に及ぶ50近い戦いに参戦しました。生前の曹操は、軍書をこよなく愛し、軍を厳しく支配し、優れた戦術家であったということがあります。 高陵で出土した遺物の中で、最も多いのが武器です。埃にまみれたこれらの出土品は、千年の雨と煙の中を旅して、中国史上の傑出した軍人の優雅さを堪能させてくれるのです。
義理ために兵を動かす
曹操は、長い年月にわたる統一戦の実践において、「世界を助けるために勤勉に働く」という戦争の概念を形成し、「義理をもって動員する」ことを提唱しました。漢王朝の終わりに、曹操は董卓を攻撃するために義の旗を掲げることを主導し、別の法廷を設立して国を分割した袁紹らの行動を深く嫌い、生涯を通じて東漢王朝の支配と国民統一を維持しました。
官渡の戦いは、曹操の軍事的思考と能力の集中的な具現化でした。
建安4年(199年)、河北省、清省、陽県、中国北部の4県を統一した後、袁紹は南下して徐都を攻撃するために10万人のエリート軍を選びました。翌年、曹操は2万人の軍隊を率いて関渡(現在の河南省中武の北東)で袁紹の軍隊と戦い、戦いで曹操は良い戦略を選び、攻撃と防御を行い、繰り返し彼の軍隊を驚かせ、巧みに火で攻撃し、敵の食物と草を燃やし、ついに弱さで強者を打ち負かし、最終的な勝利を収めました。関渡の戦いは、漢王朝後期の北統一の基礎を築き、毛沢東は「中国革命戦争の戦略的問題」で中国の歴史の中で有名な例の1つとして、「双方は強さと弱さが異なり、弱者が最初に道を譲り、次に攻撃して勝利した」と説明しました。


兵士を神のように使う
曹操は軍隊で30年間戦い、昼間は武道を説き、夜は経典を考え、戦争の芸術の重要性を深く理解し、「自分の戦争の本を10万語にしました」。部隊を使って敵に立ち向かうのが得意で、「敵のために勝つ」ことを提唱しています。曹操の「孫子注」は、孫子の軍事思想の解釈を含むだけでなく、孫子の軍事思想の保存と普及に歴史的貢献をしている、彼自身の軍事慣行に従って元のテキストを豊かにし、発展させる「孫子」の最も初期の生き残った注釈付きバージョンです。
敵を驚かせる：
準備ができていない敵を攻撃し、敵を驚かせ、不意を突いて勝つことは、曹操の最も一般的に使用された戦術でした。洲平の2年(191年)、曹操は東軍(現在の河南省濮陽市の東郡志庄)で活動している黒山軍を打ち負かしたことで、東部県の太寿として推薦されました。翌年、黒山軍ユーヤンとザイグは、曹操の屯軍敦丘(現在の河南省清風の南西)を連れて、東軍の本拠地である東武陽を攻撃しました。曹操は「敵を攻撃する場所を救わなければならない」と、彼の軍隊を西に導き、毒と戦っている大きな野営地を攻撃します。于毒たちは自分たちを救うために軍隊を返還することを余儀なくされ、東武楊の包囲は解決され、曹操は待ち伏せで敵軍を打ち負かしました。
奇襲で勝利する
中国史において、曹操は『孫子兵法』の「奇と正」の概念を最初に解釈した人物の一人です。「自分の兵力が敵の兵力と同じであるとき、兵を使うことに長けた者は、待ち伏せを仕掛けて奇襲をかけることで、なお相手に打ち勝たなければならない」というものである。 掛け算の戦い」はその一例です。 逓減の戦いはその代表例です。 興坪2年（195年）5月、曹操軍は張掖市（現在の山東省聚義県の南西部）に駐屯していたが、呂布が1万人以上の兵を率いて戦いにやってきました。 当時、曹操の兵士たちは皆、小麦の収穫に出かけており、陣営には1000人足らずしかいません。 曹操は「女たちはフルアーマーで敵に抵抗せよ」と命じました。 これを見た呂布は、曹操が待ち伏せを仕掛けたと考え、部隊を撤退させて翌日戻ってくるように命じました。 曹操はその隙に兵を引き返し、半分の兵を堤防の内側に待ち伏せさせ、もう半分の兵は奥に誘い込んで両側から攻撃し、呂布を敗走させました。
敵に形を示す:
曹操は「形を隠すから敵の疑惑を引く」と信じて、彼の軍隊を隠すのがかなり上手でした。同時に、彼はまた「弱さを示す」ことを非常に重要視し、時には敵を麻痺させるために故意に「謙虚さを示す」ことを重要視しました。最も代表的なのは鄴城の戦いです:建安の9年(204年)に、曹操は鄴城を攻撃しました。5月、曹操は都市の外に塹壕を掘るために男性を送りました、そして最初に、曹操は敵を麻痺させるために故意に非常に浅い塹壕を掘りました。その後、彼は一晩浚渫し、一晩で2張の深さと2張の幅の深い塹壕を掘り、「都市を氾濫させ」、鄴城の内外のつながりを完全に断ち切り、ついにイェチェンの戦いに勝利しました。
違いによる分離させる:曹操は孫子のメモで、強力な敵に直面して「違いによる分離させる」必要があると指摘しました。曹操は敵の矛盾を利用し、不和の手段で敵を分割するという目標を達成するのが得意でした。最も代表的なのは渭南の戦いで、建安16年(211年)の3月、馬超は関中と河東の10の部門とともに、韓翠を首都の知事に選出し、10万頭の馬を集めて曹操に対抗する軍隊を育てました。すぐに東に移動して華陰に移動し、通関に集まった。57歳の曹操は軍隊を西に導き、渭南の戦いで一挙に関中の10人以上の武将軍を全滅させました。渭南の戦いは、敵に弱さと傲慢さを示し、巧みに自分を分離し、彼を驚かせ、強い敵を裏切るという曹操の軍事的キャリアの素晴らしい例でした。

「座間ネイル」としても知られる铁蒺藜は、戦国時代に最初に登場し、敵軍の動きを制限するために使用される武器でした。铁蒺藜には、異なる方向に4つのスパイクがあり、どのように着地しても、1つのスパイクが上を向いており、ターゲットが踏むと、必然的に足を突き刺します。トリビュラス・テレストリスはしばしば隠蔽に埋もれており、一種の暗器と見なすことができます。
高陵で発掘された鉄製テント構造の中には、古代にテントの角や上部に使われていた接続部があります。漢の時代には、装飾や防風・防寒のために、カーテンやテント（屋根のようなものがついたもの）、天幕（屋根が尖った小さなテント）などが広間に置かれることが多かった。「运筹帷幄」の慣用句では、「帷幄」は古代軍隊の天幕を指し、「运筹帷幄」の本来の意味は、天幕の中で作戦を立て、戦法を練ることでありました。

高陵からは、合計3,071枚の鎧片が出土しました。鎧片の大部分は小さな魚鱗片であり、鎧片を集団でまとめて錆びたところから、牛皮で縁取りされ、上下左右の隣接する鎧片が牛皮でつながって、魚鱗のように非常にきれいに配列され、外側には粗布の残骸が重なっています。鎧には、布、漆の薄片、縁取り、縫い目、印が見られます。

賢者を選び、有能な者を雇う
漢末の激動する情勢の中で、曹操は「世の中の知者を登用し、道を用いて統制する」ことで理想を実現しようとしました。曹操は厳格な属国制度の中で、腐敗や儒教を排除し、法を用いて民衆を統制し、人材を登用しました。曹操は「貧しく無名の人を見つけて推薦し、才能のある人だけを推挙の対象にします。」と強調した人材発掘の3つの命令を出し、社会のあらゆる階層に才能を発揮させる手段を与えました。曹操の採用方針は、彼の統一戦のための人材の基礎も築いました。
建安11年（206年）、曹操は「求言令」を出し、上官の意向に合わせる風潮に終止符を打ち、すべての官吏に助言や提案をすることを奨励しました。
建安15年（西暦210年）の春、曹操は「求賢令」を発し、古来、出家して栄えた天下人は、徳の高い才能があったからこそ、天下を治めることができたと述べている。「求賢令」は、才能に応じて人を雇うという曹操の考えと、才能のある人だけを雇うという原則を示しています。

軍隊のための法律による支配
法学者思想の影響を受けて、曹操は「礼は軍隊を統治することはできない」、すなわち、国を統治する方法は軍隊を統治するために使用できず、軍隊を統治する方法は国を統治するために使用できないことを知っていました。曹操の帝国軍のやり方は、軍隊を支配し、報酬と罰を重くし、「報酬と罰はすべての人が使用するが、一人も使用される場合」を強調し、厳格な報酬と罰を戦略的な高さに引き上げることでした。同時に、将軍は知恵、信頼、慈悲、勇気、厳格さの5つの美徳を持つべきであり、「賢者は国家安全保障につながる」と信じ、将軍の選挙を最初に行うことと見なし、将軍の重要性を強調しました。

曹操の重要な顧問と将軍
曹操は人々をよく知っていて、才能があるだけでした。彼は、曹操の統一戦争と国家統治に多大な貢献をした張遼、徐黄、楽津、玉潘などの猛烈な将軍を含む、採用、紹介、降伏を通じて強力な人材チームを結成しました。

君主時代の大臣の中で最高位の人
状況は激動し、漢王朝は死にかけていました。曹操は「自分を所有せず、あえて利己的ではない」という願望を堅持し、不純物を取り除き、東漢王朝の全体的な状況を安定させました。世界を征服し、世界を平和化し、将来の建物を支援し、嵐を受け、混沌とした時代に世界を安定させ、「国が一人ではなく、何人の人が皇帝と呼ばれるべきか、何人が王と呼ばれるべきかわからない」。「東漢王朝の支配は完全に維持されました。 この過程で、曹操は最終的に首相になり、晋公は王に戴冠しました。高陵のシンプルな葬儀用品は、曹操がかつて持っていた地位の栄光で輝いています。

“黄蜜金二十餅、白蜜銀二十餅億シ金五万”。黄蜜金二十餅、白蜜銀二十餅とは、金餅、銀餅各20枚で作った蜜蝋銭を使うことを指します。曹操の勅令では「金銀財宝」での埋葬を禁じているため、鉛や錫などの代用品を使用し、腐敗して銭がなくても生きながらえることはない。

皇居の見学、食事の厨房、皇帝の旅や儀式、地方巡り、屯所での休息などの場面を描いた白い厚手の絹絵は、曹操の地位と階級を物語っています。

陶器の三脚
三脚は通常3本の脚と2つの耳を持ち、当初は食物を調理するために使用されていたが、後に儀式用の器として進化しました。儀式用の器として使われた後、三脚は国家の儀式に使われることが多く、国家や権力の象徴であったことから、三脚を求める、三脚を世界の真ん中に据える、三脚を立てるなどの表現があります。また、三脚は皇室の地位の比喩としても用いられました。西周王朝初期には、三脚を使用する厳格な制度が確立され、貴族の地位や身分の象徴となりました。例えば、『周礼』には、天子は9本の三脚を持ち、家臣は7本、大臣は5本、学者は3本または1本と規定されています。身分の象徴として、埋葬に使われることが多く、この制度は前漢時代まで続きました。後漢になると、薄葬式が導入され、鼎は陶器に取って代わられました。
『後漢書・礼儀誌』の「東苑の秘器」の記事には、皇帝の大葬の記録があり、その中で「十二鼎」を埋葬していたことが記されています。曹操の墓から12個の陶製の三脚が発見されたことは、曹操が天子の儀式で葬られたことを証明しています。

高陵からは、物の名前が刻まれた石板が多数出土しており、その中には奎章形のものが7枚、六角形のものが55枚含まれています。これらの石板は、現在、曹操の墓と西竹村の曹魏の墓にしかなく、その中でも奎章形の石板は曹操の墓にしかなりません。刻まれた石板は、墓主の衣・食・住・交通・埋葬などあらゆる面で歴史的情報が豊富で、資料的・文化的・技術的・芸術的価値も豊かです。現在、衣類のカテゴリーの石碑を見ています。ライザー、シングルシャツ、シングルスカート、複合スカート、複合ハカマなどがあります。
生活圏に関するものは、一尺五寸二葉葭鏝屏風、木墨集二、八寸機、漆塗りの唾壺、木墨行清などです。木墨行清という名称は、漢・魏の時代に特有のものです。
磁器
高陵からは、当時としては貴重な11点の磁器が出土しました。漢の時代は、中国の磁器が原始磁器から成熟磁器へと発展する重要な時期で、北よりも南の方が安定していたため、東漢の時代に中国の成熟磁器が初めて南で登場しました。北方では長年の戦争で磁器製造業が発展しにくかったのです。この時期、北方の墓から発見される磁器はすべて南方産で、高位貴族の墓に多く見られます。

ユニット3:文化統一と建設
曹操は生涯を通じて武道と内文学を決定しました:「昼は壮士を率いて強敵を打ち負かし、夜は詞人と詩を組みます。」「彼の詩は大胆で悲しい。その文章は明確で明確です。同時に、曹操は優れたスヴェンとヤアイの詩であり、魏の首都を混沌とした時代にハンサムで美しい作品のある文化的高地にしました。曹操が率いる建安文学は、率直で単純で堅牢であり、個人を突破して人生を拡大するというその思考は、時間と空間を旅する永遠のテーマになっています。

誌を歌う
曹操の二十数篇の詩は、音楽館の伝統にのっとり、古楽を使って時事問題を書き、四字詩に新しい息吹を与え、五字詩の発達を促しました。詩は素朴で情緒的、時代の悲惨さを描き、政治的な願望を哀切で雄大な行で表現しており、後世の人々から「真の歴史詩」と賞賛されました。
毛沢東主席は曹操の詩をこう高く評価しています。「私は今でも彼の詩が好きだ。 荘厳で、寛大で、哀愁があり、真の人間であり、偉大な作家である」。
范文蘭は、曹操の四字熟語の詩について、「意図が強く、構成がまっすぐである」と述べました。
曹操は詩の最後に「志を歌う」というフレーズを好んで使うが、実際、彼の詩の中には、より本物の曹操を見ることができるのです。

自然の摂理に沿って書くこと
曹操には詩のほかに百五十余りの様々な文章があり、その大部分は命令、表、本、図などの応用文章です。曹操の散文は、形式と非実用性を好む先人の伝統から脱却し、実用的で疎かで自発的な散文スタイルを形成しています。魯迅は曹操を“改革的なエッセイの祖先”と呼びました。
『譲県自明本志令』は、曹操の散文の代表格として著名です。曹操がこの随筆を書いたのは50歳のときで、政治的な野心や人生の抱負、特に漢王朝への忠誠心について詳しく述べています。文章はシンプルで飾り気がなく、率直です。外に向かって自分の気持ちを述べ、意思を明確にした、自伝的な性格を持つ重要なエッセイです。その中には、「私は国のために死にます、正義の名の下に死にます、それは後世に十分通用します」、「もし私の国に孤児がいなかったら、何人が皇帝や王様になれるでしょうか」、「私は国の権威と精神のために戦斧で戦います」などの名文句が多くあります。“川と湖が静かになる前に、王位を譲ってはならない。婉曲表現としては、辞任してもよい ”などであります。

曹操は政治・軍事の文才に優れていただけでなく、文化・芸術の多方面に多才であり、多くの功績を残しています。明の張普は、『漢魏六朝百三十家集・魏の武帝所蔵の碑文』の中で、孟徳が30年以上軍を率いていたが、草書・崔章、音楽・環才、剛・王果の名手で、養生や処方箋・薬品の解決も得意だったと述べています。曹操は書道、音楽、囲碁、そして処方箋まで万能だったと言われています。

建安文学の指導者
曹操は自身の文学的才能に秀でていただけでなく、後漢の時代には、その優れた政治的視野から、最初は許昌、次いで益城に多くの文学者を集め、「時代に即した」文学閥を形成し、建安文学の繁栄と発展を促しました。こうして建安時代は、中国史の中で最も重要な時代のひとつとなりました。このように建安時代は、中国史上初めて文学が真に繁栄した時代となり、中国文学史上、大きな意義があります。

中国の歴史において、曹操は最も激しく議論された人物であり、高陵は最も伝説的な墓です。曹操の死から千年、墓が建てられてから千年、世間がどんなに褒めようが批判しようが、墓はここにあり、曹操はここで、太虚に寄りかかり、張水惑乱を眺め、千年の功罪を、人のなすがままにしています。今一度、曹操の生涯を振り返り、後漢末の激動の時代に天下統一を目指した努力と工夫を感じ取ろうではありませんか。

この時点で、曹操陵墓博物館の見学は終盤に差し掛かっています。曹操の高陵墓を科学的かつ厳密に発掘したことで、『終令』『遺令』『三国誌』などの文書の信憑性が確認され、よりリアルな曹操像が見えてきました。
晩年の毛沢東は、曹操の詩を非常に好み、その功績を極めて確信していました。おそらく、魏武の詩の持つおおらかで雄大な威厳と、その生涯における天下統一へのあくなき追求が、歴史を超えて二人の偉人の間に共鳴を呼び起こしたのだろう。“曹操は偉大な政治家であり、軍人であり、偉大な詩人である”というのが、毛沢東主席の曹操に対する最も適切な評価です。
今日の訪問を通して、曹操への理解が深まり、詩や小説、歴史書を超えた曹操の最もリアルな一面を見ることができたと思いますので、ぜひご自分の中で魏の呉王の肉付けを描いてみてください！
以上で私の話は終わりです、ありがとうございました！


